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latijs a Sir James Steuart)~ (ストラスプール， 1965年〉は，少なくともわが国のジェイム











一般的に言って本書の成果は，その 1 年後に公刊された Scottish Economic Classics Sir 
(1) ステュアート研究の先駆者の一人ストラスプーノレzノレイ・パスツール大学のポーノレ・シャムレーは，
1992年 9 月 24日に逝去した。享年80歳。後述のようにわが国では主としてへーゲル研究において知ら
れた人物であったように思われる。主著の一つであった『ステュアートとへーゲノレにおける政治経済
学と哲学.] (1963年〉を発展させた論文が， 2 固にわたり原田哲史民によって四日市大学論集に翻訳






J ames Steuart An Inquiry into the Princ~ρles 01 Political Oeconomy, edited and with 






た点。ことに， r原理』第 1 ・ 2 編の 3 種の原稿，すなわちレイディ・メアリ・モンタギュへ










































































I. MS 1 の抜粋















評は前者に重点を置き，紹介は本書の節別に従うことにする。第 1 部は 3 節から構成される第
1 章と， 2 節から構成される第 2 章からなるが，そこで取り扱われた問題を順に挙げ、ると，1)













検討項目は『コルトネス文書~， rチャーマーズ文書~ Chalmers Papers (Chalmers MS 
と略記することがある)， rステュアート文書~ Stuart Papers と政府関係文書 State Papers , 









①ステュアートの死(1780年)と彼の妻の死(1789年〉の間に書かれた“Memoirs for the 
life of Sir James Steuart・.Denham of Coltness ect. , by a well informed friend" と題
(6)(7) 
する手稿。この著者はアーチボルド・ハミルトン Archibald Hamilton とされている。最も
(4) 山崎怜「キャンパスネイサンJ，小林[1977J の付録を見よ。
(5) 渡辺 [1994J ， 40-41ページを参照せよ。
(6) チャーマーズ [1805J はこの根拠を Dennistoun D. D. [1842J の384ページとしているが， 383ぺー















③いくつかの書簡。 1743年 4 月 23 日付けのステュアートからサザランド夫人への 1 通の手紙。
ステュアートから息子への 3通の書簡，コルトネス発1768年 2 月 17 日付け， 1770年 5 月 20日付










きていない March 23, 1770 と Sept. 27, 1750 以外は『コルトネス文書』の中に存在する。
④は現在のところ筆者はこの『コルトネス文書』中に確認できていない。
<11チャーマーズ文書J1>
Whitehall の国庫官吏であり古物収集者で、あったジョージ・チャーマーズ (George Chalｭ
mers , 1742-1825) が収集し，エディンパラ大学図書館に保存されている文書。チャーマーズ
同様に古物収集者でありエディンパラにおける彼の文通相手だったアリグザンダー・ステンハ
ウス (Alexander Stenhouse?) とのやり取りを含む。
いわゆる『ステュアート著作集JI The Works, Political, Meta?isical and chronoloｭ
gical 01 the late Sir James Steuart 01 Coltness, bart. , 1805の最終巻に収められた「ステュ
'-,.(7) この外， CMS には“An attempt to delineate the person and character of Sin James Steuart 




(10) ただし April 23 1743 は Aug. 23 1743 ではなし、かと推定される。スキナー [1966J の XXViii
の note 34を参照。
(11) チャーマーズについては，そのいずれにもステュアートの『著作集』に関与した旨の記述はないが，









①1792年に Edinburgh Magazine (?)で公刊されるべき草稿をもとにした Buchan によ
るステュアート Memoirs のコピーをチャーマーズに紹介する， Dec. 27 1787 付けステンハ
ウスの手紙。
②パハンへの打診のためのチャーマーズとステンハウスのやり取り。
③ステュアートが大陸亡命中に同行したとシャムレーが推定する Andrew Hay , Rannes か
らの手紙の抜粋を伝える， James Duff? からチャーマーズへの手紙 Jan. 12? 17880 
④ステュアートの妹たちのうち Poltown の Thomas Calderwood に嫁した1715生まれの
く15)
長女 Margaret (ー74) には， 4 人の子供たちがし、たが，ステュアートにとっては姪にあたる
その長女 Anne Calderwood は Largo の James Durham に嫁した。そのカルダーウッ
ドのダラム夫人は， 1777年10月 14 日付けステュアートの小麦価格に関する手紙を，チャーマー
ズに紹介した。ダラム夫人は，ステュアートのおばにあたるミュア，つまりカルドウエルのミ
ュアがまだ存命であることにも触れている。









⑨パハンのものと推定される“Slight-Sketches of Portraits of Sir James Steuart and 
(13) 後述のようにバハンは， Edinburgh Magazine と『アーキオロギア・スコティア』とに 2 つのス
テュアート伝を寄稿した。
(14) ついでに言えば， 1717年生まれの次女 Agnes はバハン伯 Earl of Buchan に嫁し， 1723生まれの
三女 Marion はグリングレティ Cringletie のアリグザンダー・マリ Alexander Murray に嫁し
た。 SN による。 Dennistoun (1842J Coltness Collections pp. 386妊も参照。
(15) W i1liam, James, Anne, Margaret の 4 名，前述 Dennistoun (1842J CC pp. 398-401を参照。
(16) この手紙は本書の第 2 部の Bに復刻されている。
(17) Dennistoun (1842J CC の p. 296を参照。ミュアについては不詳であるが， CC の77ベージに
Anna Stewart なる人物が登場するが，この人物がそうであるのかし、なかの確証はない。
(18) ミュア男爵， David Hume の盟友， 1764-5年にかけてグラズゴウ大学の rector を勤める。 1761





















ウィンザーにあるステュアート文書 Stuart Papers の中には，ステュアート発になる 19通
ステュアート宛ての12通以外にステュアートへの言及を含む第 3 者間の手紙が存在するが，こ
れらには体系的分析が必要で、ある。





①若きステュアートがスペインから思師 Charles Mackie に宛てた1737年 3 月 19 日付けの
手紙。
②嘆願の目的で、書かれた， 2 通はステュアート夫人の， 1 通はステュアート本人のブラッセ
ル発1756年 1 月 20 日付けの手紙。 BM所蔵。
③ステュアート将軍からチャーマーズに宛てた， rステュアート著作集』に関する 1804年 4
(20) レイング文書にあり。シャムレーはこの文献の存在について情報を得たとして，本書の翌年に『原
理』の縮約版を出すことになるスキナ一氏を明示しているが， 隔世の感がある。 これは Historical
Manuscripts Commision (1925) , vol. 2 の247-8ページに復刻されている。
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月 4 日付けの手紙。 BM所鉱
( S. R. Sen が発見したステュアートから東インド会社宛ての書簡， lndia 0伍ce Library 
所蔵








ステュアートの義理の弟エルコ卿 CDavid of Weymess) はステュアート夫人 Frances の
実弟で、あったが， 2 種類の著作を残した。第一は後年 Evan Charteris によって 1907年に出
版された英文の①いわゆる「反乱」の歴貨:第二は仏文による「反乱J の記録で，四48年その
抜粋が Roxburg Club 記念出版に， Henrietta Tayler 編 A Jacobite Miscellany, Oxford 
として翻訳出版された②『エルコの日誌.n The Jo仰nl ザ Lord Elcho であ2t
いずれの文献もステュアートに関する情報を豊富に収録しているわけではないが，②には，
(2の
当時頻繁に大陸に行き来した第 5 代エルコ卿(1721-87) との，すでにグランド・ツアーに先
発していたステュアートとの出会し、， ローマでのジェイムズ阻やチャーノレズ・エドワードとの
出会い， その妹 Frances Wemyss とステュアートとの出会い，チャールズ・エドワードの
スコ γ トランド上陸，大陸亡命中のステュアート夫妻と彼のフランスでの出会い，テューピン
ゲンに移動した夫妻の様子，バーデン辺境伯と夫妻との出会い， 7年戦争の渦中にスパーで捕
(21) JII 島(1975J の37ページには 4 月 11 日付けの手紙が紹介されているが，それとの関係は不明。
(22) Sen [1957J , p. 155を参照。またこれもマイクロの形で判読可能。
(23) NLS にはステュアートに関する資料が未発見のままで存在していると思われる。今後現地で時間
をかけたステュアート研究を行なえる者はチャレンジすべきところかもしれない。
(24) 例えば Steuart [1805J 第 6 巻に集録のチャーマーズによる「ステュアート伝」を参照。岩波文庫
判『原理』①の21ページ。
(25) A Short Account 01 the Affairs 01 Scotland in the years 1744, 1745, 1746, by David, Lord 
Elcho, Printed from the Original Manuscript at Gosford, with a Memoir and Annotations, 
by the Hon. Evan Charteris, Edinburgh, 1907. 
(26) W 日誌』自身は1721年 8 月から1783年 4 月までをカヴァーし 366 ベージにも及ぶ草稿らしいが，本
書の第 2 部の筆頭にその抜粋が復刻されている。














①著者ステュアートが『原理』の初版(1767年)公刊の土台としたと見なされる Bk. 1 と
Bk. II の草稿があり，それが言うところの MSA である。
②1763年10月の日付けを持ち Barrington 宛ての書簡の体裁を取っている Bk. III の草稿。
③本文の中の一つに1761年 7 月 17 日 Dort.の記述のあるオランダ鋳貨に関するノート。シ
ャムレーは『原理』初版の序文 p. Vii を引用しながら，そこでステュアートのノートを基礎
とした研究習慣を指摘し，このオランダ鋳貨論こそはその証左だとしている。
④1780年に Goguel と Frances 夫人との聞で交わされた『原理』フランス語版に関する
4 通の書簡。
2. いわゆる MSB
Lady Mary W ortley Montagu へ献呈された Bk. 1 と Bk. II の手稿。シャムレーは
この献辞を実際に公刊された『原理』初版の「序文」のアウトラインと見なすが， 1759年 8 月
11 日の日付けがある。本書の第 2 部B~こ復刻されている。
3. MSC 
『コルネス文書』に保存されている Goguel の手紙によると Baden 辺境伯は著者ステュ
アートと旧知の間柄であり， r原理』の草稿を 1 部所蔵していることになっているが，これは
カールスルーエの Landesbibliothek に現存する。 2 冊からなる手稿の 2冊目にテューピン
(28) 拙稿 [1994) の45-50ページを参照。
(29) 拙稿 [1994) の pp. 45-49を見よ。
(30) ここでジャムレーの使用した『原理』初版は， 1957年のわが国経済学史学会による復刻版である。




ゲン， 1759年 8 月 31 日の日付けがある。




5. エディンパラ大学の Laing 草稿に保存されている Tabrie の草稿。
これは1933年 E. M. Fraser によってその一部が公刊 (Revue de Litterature Comjうaree，
XIII , 1933, 506 ss) されたが， Steuart が Charles Edward と誤解されたため， その意義
が看過されていたものである。若き Steuart が大陸での旅を共にしたこの手稿の受け取り人
James Carnegie of Boysack は， 1762年他のジャコバイトたちと共に Sancerre-en・Berri
に住い赦免を求めていたが， 1768年 9 月 5 日 55歳でその地に没した。つまり彼は1713年生まれ
のステュアートと同い年だったことになる。ここに言う Tabrie の手稿は， 1749年11月 20 日付
けの Jean Francois Tabrie からアングレーム近くの Guissalle にあったステュアートの
住いに送られた Carnegie 宛ての書筒形式の草稿のことである。この本文は Tabrie 自身に











B) 18世紀半ばまでに作成されたステュアートの伝記の 2 種類に分けられる。
まず，
(33) レイング草稿とは， David Laing (1793-1878) の遺贈になるもので，膨大な文書，書簡，その他
のドキュメントからなるが，歴史的ドキュメントのみが上記のように 2巻本で1914-25年に公刊され
Tこ。
(34) 本書第 2部のA ， pp. 118-125に復刻。
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④1746年付けのステュアートからバハン伯 Henry David 10th Earl of Buchan 宛ての書
簡。これは Lelters and ]ournals 01 Mrs Calderwood 01 Polton Irom England, and the 




ルドウエル文書.n Edited by Williarn Mure , of Caldwell, Selections Irom the lamily 




れている。 (The Lelters and Works 01 Lady Mary Wortley Montagu, London , 1893, 




(35) W. S. Taylor & J. T. Pringle ed. , The Correspondence of William Pitt, London, 1840. 
に採録。
(36) Burton [1849J に収録。
(37) Dunlop [1818J の p. 150-154 に採録，また本書の第二部Bに復刻されている。
(38) パハソ伯の息子が David Stewart Erskine, 11th earl of Buchan, 1742-1829，ステュアートの
次女 Agnes の息子でステュアートにとっては甥にあたる人物である。彼は1792年に Transactions
01 the Society 01 Antiquaries 01 Scotland に Memoirs of the Life of Sir James Steuart 
Denham, 1791年 9 月 14 日と 22日に The Bee にLife of Sir J ames Steuart Denham を掲載し
た。 Anderson [1870J の Erskine の項を参照。
(39) ステュアート関係の書簡が少なからず収録されている『コルドウエル文書』にはステュアートから








①死亡広告には， The Scots Magazine, 1780, 623-624. The Gentleman's Magazine, 1781 , 
28-29. The Westminster Magazine, 1781 , 21-22. の 3 記事が挙げられる。この 3 記事はス
テュアートの生誕年の誤り(1712年10月 21 日としている〉や，ステュアートの帰国の日付けの
誤り(1763年を 1766年としている)など，内容的に同一である。 MS1 は 3 者を酷評している
けれども，第 3 の Westminster Journal (?)はある程度の評価をしている。ただ残念なこと
にこの記事の完全な見本は BL にすら現存しないのである。
②人名辞典の項目としては， The General Biogra?ical Dictionαry， London , 1816, by 
Alexander Chalmers. Dictionary 01 National Biograþhy, London , 1888, by Leslie 
Stephen. The Biograρhical Dictionary 01 Eminent Scotmen, Glasgow , Edinburgh and 





③まとまった「ステュアート伝」とは， The writings of Lord Buchan. George Chalmers, 
Anecdotes of the life of Sir J ames Steuart, Baronet. The Coltness Collections, 
1608-1840. The memoirs of Sir James and Lady Frances Steuart. の 4 種である。
まずステュアートの甥パハン伯は， 以下のようなステュアート伝を発表している。 Sketch
of the late Sir .Tames Steuart Denham , Baronet , in The Bee, Sept. 14, 1791. The 
outline of Steuart , in The Anonymous and Fugitive Essays 01 the Earl 01 Buchan, 
vol. 1, Edinburgh , 1812. The Memoirs of the Life of Sir James Steuart Denham , 
Baronet, by the Right Hon. the Earl of Buchan, in The Edinburgh Magazine, 
204-209, and The Transaction 01 the Society 01 Antiquaries 01 Scotland, vol. 1, 129-
139. 最初のものについては，すでに<~チャーマーズ文書Jl>中の①で紹介したが， シャムレ
ーによるとこれはステュアートの処女作『ニュートン年代記の擁護 Aþologie du sentiment 
"" 1. Macnaghten, Family Roundabout, Edinburgh and London, 1955. やすでに挙げた Taylor
編 The Stuart Paρers. への参照を求めている。
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de Monsieur le Chevalier de Neωton sur l' ancienne chronologie des Grecs~ の英語版序
文として作成されたものであった。シャムレーは John Rae や Stenhouse を援用しつつパ
ハンの一筋縄ではゆかない性格を紹介し，ステュアートの死後出版になる小冊子 A ?an lor 
introducing an unilormity 01 weights and measures within the limits 01 the British 
emþire, 1790. が献呈されたのが Lord Barrington であったのか，それともノミハン伯であっ
たのかという点を問題としている。だからといってシャムレーはバハンを疑うわけで、もない。
パハンは MS1 が取り落とした情報も組み入れている。例えば彼がステュアートの正しい出生




















会の一つメイトランド・クラブ Maitland Club の後援によってそれが活字にされたものであ
って，編集者つまりメイトランド・クラブの構成員， James Dennistoun of Dennistoun は，








Dennistoun は MSl と訂正の施された MS2 を所持していたが，キッピスのテクストを





最後に検討されるものは， Original Lettersjrom the right honourable Lady Mary Wortley 
Montagu, to Sir James & Lady Frances Steuart; also, Memoirs and Anecdote 01 those 















第 1 章の末尾の第 3 節の「失われた資料と保存された資料の欠落」と題する節をも検討したあ
とで，ここで簡単にまとめを行ないたい。




テュアート夫妻の回想録』と 4点の付録からなっている。 4 つの付録のうちの 1 つはすでに述べられ
た Seville ， 1737年 3 月 5 日付け Thomas Calderwood 宛てのステュアートの手紙， 1 つはこれも













この点について CC の第 4 部に収められているステュアート伝に存在する「おびただしい彼
<ステュアート一一渡辺>の書簡と他の一家の文書から詳細なことを多く追加するのは容易で




が Sir Jas. S. Denham からキッピスに送られたけれども彼の採用するところとならず，
Lumisden jr. によってパリに送られた>とチャーマーズが記した原稿があるくらいだが，こ




書簡を除けば満足の行く資料は存在しない。派生的な文献<シャムレーは MS2， Coltness 
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